
南薫校区の文化財
ところ ゆうが

「南風薫ずる処」という優雅な意昧で、地名が付けられたと伝えられる南薫校区

は、8月治22年(1889)、久留米市が誕生したと同時に南類町の名称ができました。
じんじょう ぷんり そうりつ

明治42年(1909)には日吉尋常小学校から分離して、南薫尋常小学校が創立さ
ほたるがわ てら とおりほか

れています。当時の校区は、螢川町•寺町・通外町•南薫町・南薫西町を含むものでし
くしはら ひがしすわの

たが、大正 12年 (1923) に櫛原村の一部、大正 13年 (1924) には束町•諏訪野町・
のなか

野中町の一部が編入され、現在の南薫校区が成立しました。

校区内の縄文時代の遺跡は少なく、南薫西遺跡で狩りに使ったと思われる落し
ひがしくしはらいまでら なん

穴が発見されている程度です。弥生時代になると束櫛原令寺遺跡や石丸遺跡、南
くん いなり

薫稲荷遺跡など、校区の広い範囲に遺跡が広がります。飛鳥～平安時代には南薫
せんばら おおみわ

西遺跡で神様の名前である「芋原」「大神」などの文字が書かれた土器が発見され、
まつ うかが ださいふあんらくじ

神様をお祀りしたことが窺えます。平安時代の終わり頃には、大宰府安楽寺の櫛原

圧（荘園）が広がっていたと思われます。その後の江戸時代には有馬氏の城下町整
てっぽうやしき

備により、寺町、下級武土の宅地である鉄砲屋敷、そして町屋が通町十丁目・通外町
ここくじんじゃ こうきょう にぎ

まで広がりました。五穀神社の祭礼は、からくり興行などで賑わい、「からくり儀右
たなかひさしげ くるめがすり

面何」こと田中久重や、久留米絣を考案した井上伝などの出身地としても知られ

ます。
きどう

大正8年(1919)～昭和27年(1952)には三井電気軌道が校区内を走り、戦時
けんべいたい

中には憲兵隊本部が置かれる
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ひがしくしはらいまでら いせき

東櫛原今寺遺跡

市指定史跡

櫛原中学校周辺に

広がる弥生人の集
たてあなじゅうさよ

落跡です。竪穴住居

などの建物、土器や

石器などの生活道

具が発見されてい

ます。

いしまる いせき

石丸遺跡

弥生人たちの墓地

です。櫛原天満宮付

近から 150基以上

の甕棺が列をなして
くだたま どう

発見され、管玉や銅
19こ

矛なども出土してい

ます。櫛原天満宮にある大石は、こうした甕棺の上に置

かれていたと伝えられています。

なんくんいなり いせき

南薫稲荷遺跡

鳥類センターの西側で発見された弥生人

の墓地です。発見された甕棺や石棺など

97基のお墓には、 13体の人骨が残ってい

ました。

つじいせき

辻遺跡

櫛原郵便局付近の高

台に広がる弥生時代

を中心とした集落追跡

です。

なとしましたが、現在では知る

人も少なくなったようです。ま

た、かつては五穀神社束側や校

区の北側あたりには低湿地が
れんこん

多く、水の恵みを受けた「蓮根
ほり

堀」なども見られましたが、近

年の都市化により、ほとんどが

消滅してしまいました。

＼
 

▲弓曳き童子（久留米市指定文化財）

なんくん rし いせき

南薫西遺跡
せんばら おおみわ

「芋原」「大神」など、

文字が書かれた土

器が発見されまし

た。筑後国御井郡節

原郷の中心的な集

落と考えられていま

す。

いおうじ へんじょういん じぞういたび

医王寺（右）と遍照院の地蔵板碑
市指定有形文化財

おうえ＼ヽ

応永年間 (1394,-...,1428)に建

立された地蔵の彫像板碑です。


